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   Pathological observations were made on 28 cases of cancer of the urinary bladder 
necropsied during the period of 11 years from 1953 to 1963 with a specific respects on 
pathological changes of the upper urinary tracts which might be caused by the cancer. 
These 28 cases were classified in accordance with histological finding of the tumor to 16 
transitional cell cancer, 6 squamous cell cancer, 3 undifferentiated cell cancer, 1 adeno-
carcinoma and 2 mixed type. Metastasis was found in 18 cases (64.3 %). 
   For the macroscopic findings of the kidney at necropsy, infections were the most fre-
quently recognized change, such as pyelonephritis in 19 and renal abscess in 9 cases. 
Hydronephrosis and concurrent nephrolithiasis were also found in 8 and 4 cases respectively. 
   In all of 50 kidneys of which histological examinations were performed, findings com-
patible with pyelonephritis were recognized. This fact means that the corpse of bladder 
cancer are invariably accompanied with inflammatory changes in the upper urinary tract, 
especially in the kidney. 
   With the considerations of metastatic patterns, pathological changes of the kidney and 
influences of the surgery the cause of death was defined as follows. Five cases (17.8  %) were 
supposed to died of merely due to metastatic recurrence of the cancer and another 4 cases 
 (14.3  %) were classified as operation death. On the contorary, 12 cases (42.9  %) were 
certainly died of renal functional insufficiency and 5 cases (17.8  %) must have died of both 
recurrence of the cancer and renal insufficiency. These results proved that renal in-
sufficiency has an important role for cause of death in case of bladder cancer. 
   Although the grading of malignant charactor and the staging of infiltrating process of 
the tumors have merely conventionally  ref  ered for choice of therapy and determination of 
prognosis as highly specific appraisal in cases of bladder cancer, the results of our study 
indicated that the  extent of the pathological changes in the upper urinary tracts especially 















例 の 概 要
焉 零曜 器 転 移 部 位 手 術 術式鹸圃 肝圖 腎 響 毒 副 脳纏 暴更鵜離 手術
上部尿路の
肉眼的所見
158a Sq +皮 膚繧 部分切除 腎孟腎炎,老人性変化




351♀ Ad 皮膚痩 水腎,腎 膿瘍,腎 周囲炎
456♂ Sq 十 十 十 皮膚腰 腎膿瘍
556♀ Tr 十 1 電気凝固 腎孟腎炎,水 腎
660♂ Sq 十
§
波膚懐 全別除 腎孟腎炎,腎 結石
768δ 賢 腎孟腎炎,腎 膿瘍,
腎周囲炎
865♀ Tr十Sq 十 十 十 部分切除 老人性変化
948♀ Tr 皮虜痩 腎孟腎炎,水 腎,腎結石,萎縮腎
玉062δ Tf 十 1 老人性変化
U67δ Sq i 腎 痩 水腎
12626 Tr 1
[
皮膚痩 全別除 腎孟腎炎,腎 膿瘍
1378♀ Tr 皮膚痩 全捌除 腎孟腎炎,腎 膿瘍
1442δ Un十Ad 十 十 十 十 皮膚壌 部分切除 腎孟腎炎,腎 膿瘍
1553δ Tr 十 皮膚痩 全別除 腎孟腎炎,腎 結石
1660♀ Sq 十 皮膚痩 全別除 腎孟腎炎
1762δ Tr 十 回腸膀胱全捌除 腎孟腎炎,老人性変化
18626 Un 十 十 皮慮痩 水腎
1955δ Tr 十 十 十 十 水腎,腎 濃瘍,腫 瘍
転移
2077δ Tr 十 皮膚痩 腎孟腎炎
2170♂ Tr 皮膚痩 腎孟腎炎,老人性変化
2267♂ Tr 新吻合 部分切除 老人性変化,腎孟腎
炎
2365δ Sq 十 十 十 十 皮膚痩 腎孟腎炎,水 腎,腎腫瘍転移
2467δ Tr 十 i 皮剛嚢 腎孟腎炎,腎 膿瘍
2551♂ Tr 十 十 十 十 1 部分切除 水腎
2663♂ Un 詞 回腸膀胱全捌除 老人性変化
27733 Un 皮1醤繧 腎孟腎炎,水 腎
286し ♀ Tr 十 十
i
十 皮囎痩 腎孟腎炎,水 腎,腎
膿瘍,腎結石


























































































































症例は7例 であつた.即 ち血行転移 もリソバ行に比し
て決して少 くない事が 判明した.こ れをHerbst,
Jewett,Colston,市川 の報告と対比させると表4の
如 くであつて,我 々の成績は決 して低率ではない.
研 究 成 績









































例等の感染症で1あつて,水 腎8例 が これについでい
る.その他の主な所見としては老人性変化8例,上 部





瘍2,腎 孟腎炎性変化1,水 腎1,腫 瘍併発1,老 人




＼ 治 療 渕
手術(一)






















膀胱保存 部分別除 全 別 除
計









































































































































































肺,左 腎,左 副腎,大 動脈および左腸骨動脈周囲リソ













































周囲軟組織より腹壁,直 腸,左 尿管 まで 浸潤 してい
て,リ ンパ行性にも骨盤腔,募 大動脈,腸 間膜,気 管























































































尿 路 変 更(+)































































る.これは 円形細胞より成 り周辺に充血を 伴つてい
る.血管壁には著変は少ない.







































































悪性度,浸 潤度によつて左右 され,こ れ らの観
点に立つた報告は内外 ともに極めて多数にのぼ
つている.さ らに悪性度と浸潤度 との 関連性














である.即 ち10例は転移を見 ることな く死亡 し
たもので,従 つて膀胱癌の死因は転移再発のみ

























不全 死7例,癌 転移+腎 不全死2,手 術死2と
なつている.こ の内5例 が遠隔転移 を全 く欠 き
なが ら死亡 してい る.即 ちこれ らの症例 で も適
当な時期 に 尿路 に対す る 処 置が 行われ て おれ
ば,更 に延命 したであろ う.部 分切除 と尿路変
更を 行 つた 群 では 癌転移死,癌 転移+腎 不全
死,そ の他各1例 であつた.膀 胱全 別除を行つ
た8例 につい ては,癌 転移死1,腎 不全 死4,
癌転移+腎 不全死1お よび手術死2で あつて,
その半数 以上が腎不全 を伴 つていた.
以上 を総括 す ると,28例中腎不全死12例,癌
転移+腎 不全死5例 とな り,死 亡例 の約半数 に
お いて腎機能障害 が死 因 となつ ている.
ここで文献を調査 してみ ると,Herbutは膀
胱癌症例 の多 くの ものは尿管 閉塞お よび上行性
腎孟 腎炎に よつ て死亡す る と述 べてい る.ま た
Manzon等も157例の5年 生存率を悪性 度,浸
潤度別 に観察 してい るが,そ の中で尿管 に病変
が波及 して水腎 や無機 能腎 になつ た症例 では,
同一悪性度,同 一 浸潤 度で あつ ても予後が不 良
であ る とのべ て い る.し か し なが らJewet,
Godwin,Mostofi等多 くの学者 は上部尿路 の状
態 について殆ん ど述べ ていない.
また腎不 全の原因 と しての膀胱癌 とい う立場
か ら文献 をみる と,KairisはHandbuchd。
Urologie中のEntleerungsst6rungの項 の
中で,そ の原因 としての膀胱 癌は僅か に一言 ふ
れたのみで あ り,腫 瘍 に よる通過 障害の項で は
子宮癌 を主 とす る骨盤i内腫瘍(膀 胱 以外 の)が
力説 され てい る.ま た高安 は無尿 を主 訴 とした
腫瘍症例99例を集計 して考察 を加 えてい るが,
その内 の 主 な ものは 子宮頸癌77例 に よるもの










































多 く,腎孟腎炎19例,腎膿瘍9例 で,そ の他水
108 酒徳他一膀胱腫瘍の上部尿路に及ぼす影響にっいて 第1篇
腎8例,結 石併発4例 等が認め られ た.組 織学
的検 索を行つ た50腎全例 に腎孟腎炎性病変 をみ
とめた.即 ち膀胱癌屍では上部尿路,特 に腎 の
炎症性病 変が必発で ある事を知つた.
上 記の転移 の様 相,腎 病 変,手 術的侵襲 の程
度等 を斜 酌 して死 因を分類 す ると次の如 くに な
る.即 ち癌 の再発転移 のみ に よつて死亡 した と
考え られ る ものは5例(17.8%),手 術 死亡4
例(14.3%)であるのに対 して,明 らかに腎機
能不全に よると考 えられ る死亡例 は12例(42.9
%),癌 再発 と 腎不 全の 双方 に よるもの5例
(17.8%)とな り,膀 胱癌 の死 因 として腎不全
が重要 な意味を もつ ている事を知つ た.
従 来膀胱 癌 の治療法,予 後 の決定 には,腫 瘍
悪性 度のgrading,浸潤度 のstagingのみ が
極 めて高 く評価 されて来たが,我 々の成績か ら
み ると上 部尿路病変 の程度 特に腎機 能 の状態 を














3)稲 田 ・片 村:日 本 医 事 新 報,1776:1958.







8)高 安=日 泌 尿 全 書,2U,1961.
9)辻:日 泌 尿 全 書,5,ユ960.
(1964年9月28日 受 付)
腎 石 症 に
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